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編集委員会報告

京都大学農学部演習林報告の学術誌への引用について(2)

演習林報告編集委員会

前回の林学会誌に引き続き,今 回は木材学会誌の最近10年間の論文や短報に本学演習林報告が

引用されているものについて調査を行った結果,計81件 が確認されたので,下 記の一覧表をそえ

て報告する。

木材学会誌 に引用された京都大学農学部演習林報告の一覧表

木 材 学 会 誌 京 大 演 報

巻(発 行 年)頁 数 号(発 行 年)頁 数

31(1985)28^-3844(1972)159^-175

31(1985)28^-3846(1974)103^-114

31(1985)28^-3850(1978)69^-78

31(1985)200^-20848(1976)198^-205

31(1985)237^-24351(1979)247^-256

31(1985)325^-33351(1979)247^-256

31(1985)965^-97348(1976)178^-186

32(1986)176^-18346(1974)217^-224

32(1986)176^-18347(1975)178^-205

32(1986)227^-23344(1972)194^-205

32(1986)485^-49146(1974)190^-196

32(1986)498^-50456(1984)252^-260

32(1986)770^-77656(1984)234^-240

33(1987)347^-35357(1986)316^-324

33(1987)596^-60451(1979)239^-246

33(1987)913^-92045(1973)181^-191

34(1988)200^-20640(1968)276^-283

34(1988)904^-90946(1974)217^-224

34(1988)965^-97242(1971)221^-227

34(1988)965^-97242(1971)210^-220.

34(1988)989^-99447(1975)159^-167

35(1989)164^-16752(1980)230^-237

35(1989)465^-47240(1968)284^-292

35(1989)944^-94718(1950)1^-53

36(1990)200^-20658(1986)273^-279

36(1990)264^-26845(1973)227^-237

36(1990)491^-49658(1986)241^-250

・ 木 材 学 会 誌 京 大 演 報

巻(発 行 年)頁 数 号(発 行 年)頁 数

36(1990)696^-70344(1972)176^-182

36(1990)900^-90847(1975)135^-143

36(1990)900^-90844(1972)194.205
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38(1992)516^-52138(1966)215^-229
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38(1992)1075^-108161(1989)301^-309

38(1992)1075^-108161(1989)292^-300
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木 材 学 会 誌 京 大 演 報

巻(発 行 年)頁 数 号(発 行 年)頁 数
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193

木 材 学 会 誌 京 大 演 報

巻(発 行 年)頁 数 号(発 行 年)頁 数

39(1993)1219^-122559(1987)258^-265

39(1993)1219^-122557(1986)283^-289
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